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に
あ
む
つ
て
は
宅
確
設
河
内
容
・
誉
理
い
て
は
、
来
年
度
か
白
旬
、
隅
攻
、
閉
山
漆

泌
滋
力
法
な
ど
に
つ
い
て
、
市
と
位
向
山
補
助
金
の
つ
き
具
合
を
見
主
が
ら
買
い

が
絃
附
凡
を
似
し
合
っ
て
、
告
な
が
懲
ら
獲
し
を
し
、
あ
わ
せ
て
公
倒
閣
の
具
体
的

れ
る
総
統
F
干
る
ふ
裂
が
あ
る
と
間
部
い
な
快
愛
護
機
キ
的
凶
っ
て
ま
い
り
ま
す
勿

品
。
し
た
が
っ
て
、
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士
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叶
パ
け
川
日
制
円
七
ー

ー

…

我

柑

悌

子

駅

前

土

地

区

灘

i
セ

ン

タ

ー

還

に

学

長

め

ま
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町

岡

山

叫

刊

で

を
来
年
は
と
め
に
公
淡
し
、
柏
崎
山
賊
然
災
一

3
1
1
'
1

的
問
的
論
議
長
漁
し
て
、
協
械
に
前
総
合
中
期
間
に
つ
い
て
は
、
必
る
十
舟
ス
十

し
た
使
い
勢
い
総
裁
に
し
て
い
き
た
い
八
円
、
議
設
省
都
市
防
後
か
ら
補
助
殺

と
考
え
て
い
ま
す
a

本
絞
め
一
郎
、
一
億
双
子
万
m
門
的
笑
機

第
一
銭
尽
に
つ
い
て
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‘
一
六
五
台
駅
設
計
法
認
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通
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ま
し
た
E
A
7

い
い
泣
い
柴
崎
地
域
に
予
定
し
て
お
り
、
伎
は
、
県
と
綿
密
な
連
掃
を
と
り
な
が

貌
絞
‘
地
権
者
と
折
衝
中
で
す
が
、
ま
ら
、
当
設
年
度
の
増
額
振
替
え
に
つ
い

と
ま
り
し
だ
い
、
逮
絞
め
議
本
れ
画
策
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
治

府
批
仲
仲
裁
に
入
い
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
北
口
は
つ
い
て
は
、
工
事
変

寸
日
川
ペ
ペ
ー
パ
ー
i
i
g

材
的
傾
入
滋
銘
主
注
し
ま
し
た
の
で
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民
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装
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縦
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錦
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会
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五
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際
で
、
特
に
被
害
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十
万
一
市
絞
め
制
期
待
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ろ
令
市
総
体
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し
た
。
陥
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綴
絞
殺
と
め
棚
制
緩
が
?
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汚
二
十
二
日
円
台
風
一
一
↑
lm
四
号
は
、
こ
う
む
っ
た
金
谷
本
系
の
抜
本
的
対
策
育
館
建
設
を
包
絡
し
明
よ
れ
ま
で
、
開
悠
き
れ
ま
す
の
で
‘

L
g
分
な
必
総
長
し

一
時
限
翁
た
り
の
最
高
降
雨
量
が
六
O

に
つ
い
て
は
、
間
関
・
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内
援
助
が
な
け
地
的
選
定
、
議
裁
の
幾
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、
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が
絵
な
が
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事
業
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進
め
る
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ら
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山
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成
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お
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漁
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大
十
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余
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滋
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が
問
問
総
勢
れ
た
と
き
的
、
応
ル
を
ゆ
止
め
る
と
と
も
に
、
地
催
者
の
大
手
賀
沼
浄
化
に
つ
い
て
.
液
域
的
指

で
倍
、
床
下
機
水
総
数
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附
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管
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線
総
本
ポ
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的
協
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を
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、
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総
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を
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時
て
、
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手
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的
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右
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、
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戸
、
制
順
次
緩
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て
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蛸
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摘
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、
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室
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い
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的
学
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級
品
、
警
議
議
事
懇
益
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襲

率

的

献
略
的
損
害
を
被
り
ま
し
た
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義
的
強
化
も
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に
図
っ
て
い
き
手
E
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ま
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た
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で
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書

7
H
?嘉
幾

重

-

雲

け

ん

の

南

ι切
り
緩
急
柔
で
て
て
い
ま
す
倫

言
被
災
住
民
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、
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を
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後
と
も
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事

L級
官
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1

セ

ン

タ

ー

の

議

「

ペ

イ

パ

川

H
i
l
l

た
こ
設
す
て
、
事
業
推
進
に
寺
普
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市
議
会
定
例
会
的
、

1
六
臼
か
ら
刊
誌

一
ひ
ま
わ
り
鐙

L

t

「

什

川

川

汁

汁

汁

叶

け

片

言
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と
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り

で

す
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れ
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六

日
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時

裏
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一

全

去

時
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理
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楚
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に
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す

る

瓦

質

問

警

護

一

一

言

士

寄

港

章

一

ゑ

一

懇

議

場

逮

設

十

万

二

五

日

に

悶

開

催

主

主

章

一

一

月

十

七

日

午

後

一

時

奪

三
星
去
最
に
広
務
を
一
必
め
て
い
抜
本
会
教
待
機
浴
客
機
に
つ
い
的
襲
撃
雲
ヲ
換
を
雪
、
す
で
章
常
任
重
点
訳
、
社
会
衛
生
常
任
後

ま
す

B

こ
れ
が
砕
流
成
し
ま
?
と
、
昭
和
で
は
、
ア
ー
ル
，
綴
山
内
滋
斜
刺
激
な
ど
、
に
線
級
叫
慨
洲
州
市
中
繍
糊
を
篠
山
闘
い
た
し
ま
し
総
会

五
十
七
年
波
か
ら
、
従
来
的
十
五
総
兵
?
べ
て
的
工
事
が
発
了
し
ま
し
た
の
マ
、
ト
~
。
今
後
は
で
き
る
だ
け
問
中
〈
工
事
に
綴
十
一
一
月
十
八
日
午
後
一
時
文
教

が
三
O
名
と
な
り

h

さ
ら
に
充
実
し
た
夜
夜
、
数
出
羽
織
慾
で
あ
る
総
辺
住
宅
柏
崎
取
り
か
か
り
ま
す
が
、
隊
総
時
織
に
つ
綴
叫
地
検
川
町

199 

ま事:慈民

第578喜多56・12・16

我孫午前役持'f:i1::溺部企画際

守270- l1 fえ I~， Y 市終始チ 1858

護
辺
藤
正
市
長
の

普
段
一
披
報
告

白

姻

ヲ

f
，〆

/
4
V
〆

寸
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、てユ

親

子

一

一

一

夜

で

参
加
し
よ
う

v
a時
緩
和
五
十
七
年
一
月
一
日
、

受
付
午
前
十
時
か
ら
宮
十
一
時
、
競
技

開
総
統
午
小
滋
吟
行
‘
持
品
十
六
中
汁

wv
岨楓闘品格

1
加
の
樹
齢
〈
小
学
校
商
学
年

閣
内
女
)
必
4
2知
的
拙
冊
一
中
学
危
な
子
〉

水
草
加
の
綴
〈
中
惨
殺
勝
手
〉
必
小
川
印
刷

め
叫
部
二
札
制
・
織
的
円
余
聞
沖
な
、
州
問
。
級

以
上
努
女
)

V
山
闘
機
協
同
絡
む
各
静
向
田
に
つ
い
て
完
准

で
き
る
総
力
を
官
官
ず
る
人
9
事
前
に
医

師
め
縫
漆
診
偏
向
を
受
け
異
常
の
な
い
人

d、、

十
市
で
は
、
決
滋
で
仲
間
み
良
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
毎
年
多
訟
の
子

鮮
を
か
け
て
‘
公
共
下
水
道
町
四
品
設

を
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め
て
い
ま
す
拾

し
か
し
、
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な
き
ん
の
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か
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け
れ
ば
、
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五
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開
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始
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、
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町
内
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地
域
に
お
住
ま
い
の
み
な
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仁
、
く

み
取
り
便
所
改
進
資
金
丹
内
H
付
を
し
て

い
ま
す
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繁
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路
市
議
会
定
開
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八
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に
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か
れ
、
国
務
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、
逮
辺
高
時
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市

長
が
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一
日
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告
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行
い
ま
し
た
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台
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÷
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に
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廿
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激
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日
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史
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滋
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な
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本
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械
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淡
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レ
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潮
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燃
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込
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所
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名
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、
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四
円
余
体
官
討
課
へ
申
L
込

ん
P
く
だ
さ
い
必

V
申
泌
総
め
切
り
小
企
一
九
一
ふ
る
附
倒
的
ね

附
午
後
附
川
崎
ま
で

出
絞
殺
軒
十
絞
ま
P
賞
状
‘
察
m

側、

b
v

民
に
事
い
掛
川
賞
、
時
十
閥
的
制
即
は
{
一
一
年
中
地
穏
に

完
走
蕊
争
後
与

V
問
い
合
せ
体
育
議
官
八
五
?
二
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わ〉ふ
J

体
中
京
凶
同
十
…
…
L
B
八
泊
ま
で
ー
年

鈴
泣
一
円
円
附
凶
日
か
ら
業
務
を
鶏
姑
し
ま

すら

L
P
一
一
円
月
二
十
九
百
か
均
一
月
三
臼

ま
で
の
間
四
の
、
死
亡
緩
め
受
理
お
よ
ひ

死
体
制
桂
火
葬
許
可
誌
の
交
付
は
、
本
庁

地
下
の
止
す
浴
室
で
殺
り
扱
い
ま
す
。

な
お
、
~
思
議
中
部
地
区
総
合
同
開
発
事

一
務
畑
組
合
め
火
葬
場
(
検
事
和
総
)
件
、

一
例
月
設
か
ら
一
一
銭
ま
で
は
休
み
と
な

?
}
一
り
ま
す
。

びあ者~578号

持許|ゴミとしBR.lhpdH
Z里民2学長三

!?捧撃さ与 料 Pi
il 喝~雫注量 そ毛そそ

*
一
一
十
八
日
月
・
ホ

3
1ス

ホ
一
一
十
九
日
火
・
食
コ
ー
ス

φ

士
一
…
ハ
〉
日
水
・
吹
っ

i
ヌ

ハV
炎
源
開
制
収
お
よ
び
雑
芥
ゴ
之
内
回
収

は
‘
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

C
ク
リ

i
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ゴ
ミ
持
ち

込
み
は
、
十
二
月
一
一
一

O
日
午
後
臨
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
機
入
に

畠
た
っ
て
は
、
必
ず
家
庭
ゴ
ミ
-
雑
芥ふ'

i

でで
み

'AV
向山内5

 
2
 

0
ゆ

r
m帆

恥
関滞留

内企

一
十
九
誌
か
ら
…

na…
一
日
ま
で

の
潟
、
テ
レ
ホ
ン
サ

i
ピ
ス
(
八
五

i

寸
点
泊
券
荻
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。ま

た
.
休
日
数
品
思
議
料
診
筏
品
川
(
市
市

民
会
鈴
内
)
は
、
十
一
一
月
一
一
一
。
呂
か
ら

一月一一一

uま
で
の
午
議
九
時
か
ら
正
午

ま
で
誇
療
あ
邦
甘
い
ま
す
。

，ペ曙'・・
-
F
h
v

田川一回
健
F

i
-
-叩

ヨE
a
E

一伽

t
t一的

相一的

。
一
般
鍛
繊
細
柑
絞

年
末
は

1
¥行

的
は
…
月
十
一

mu

叫
阿
波
ぬ
げ
は
十
一
命
…

ゆ
檎
獲
物
検
付

年
米
は
十
今
月
一
!
?
今
日
ま
で
、
年

始
は
…

ηト
…

u
H
r
v勺
た
が
~
L
、
本

肘
H

除
夜
・
的
内
相
引
い
検
に
つ
い
て
は
、

昨
末
は
十
一
…
月
十
九
円
日
ま
で
司
年
始
は

一
月
六
日
か
ん
と
な
り
ま
す
ε

ま
た
、
。
本
選
管
の
本
が
凍
り
や
す
い
と
こ
ろ

検
査
成
績
舎
の
発
行
は
、
十
一
一
日
リ
一
一
子
本
本
滋
皆
目
が
む
き
だ
し
の
と
こ
ろ

で

で

す

u

*

京

の

外

に

あ

る

水

道

水
道
管
も
冬
支
度

y

o
凍
っ
て
本
が
山
刷
な
い
と
さ

レ
ノ
タ
オ
ル
を
か
け
て
、
そ
の
よ
か
ら
向

る
ま
湖
町
を
か
け
な
が
ら
筑
後
に
解
か
し

ま
す

Q

総
い
寸
ん
世
間
拍
械
に
蛇
口
を
闘
し
て

は
い
け
ま
サ
ん
。
い
蛇
口
め
ョ
?
〈
コ
ム
}

に
府
内
が
木
~
が
沈
ま
ら
な
く
な
り

必
小
北
向
き
の
‘
と
こ
ろ

本
威
嚇
一
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

り
噛
終
的
予
防
的
仕
方
位

:e

裂
な
お
、
遊
間
時
的
結
求
は
本
議
日
明
へ
冶

宅
内
め
叫
柄
本
は
銭
安
之
容
認
ま
て
『
}
官
眠
中

台
入
h
n
r

、ゾ一M

比一

年

6
2
1
c
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(3) あ

季主 E華子市 圏

5S年変 員耳さミ 重主 主主 55年度 蛾家 室主 絞

5滅寸ぷ品主 立5丹分 幸司鎖 1.4月分 0.5月分

u主}人件費には、特別殺に支給きれる総終雑誌場害事を舎みます q

112勝十2iiぷ 0.6丹分 12丹新 L9月分 0.6持分

31l芸書 立5長分 3丹芸晃 容.5丹分

。人口に対する職員数の状況{普通会計} 手 言語 m-
争345888丹6分R u月分 m- 3.8持分 u持す

5昌S年勝 +1824鰯5丹分号 0.5尭分 5s8年丹票持 L4月分 な5持分

さきの臨時国会において、行政改革法案が審議されたなか

で、限・地方の公務員定数や給与問題が論議されました。

~m事費員のあり方については、市民サービスの徹底と少数

務鋭意義を隠擦にしております。

験主主の給与については、給与条例・予算号事をi蚤し市議会に

おいてま事議をいただいております。

殺Eをの給与を市民の皆さまに身近に知っていただくととも

に、ご獲量事をいただけるものと考え、公表することiこいたし

ましfこ。

m1'r放のなかでの棄す設問題について、より添いご減免事会い

ただくことの一環として、磯良給与の公務{立、これからを誉主子

三主主号約iこ実施してまいります。

(注!A、B、C市l土、人口数値的泣いi5:隣市ですω

び
可除、四 第578号

。殺星電の経験若手妻童話5・全季語養護!J!子均給料月綴の状況 (5降 4耳1日現在)

会 ; 一量空行政験

瓦年 1

37.5完走

212，075丹

15 王子

ーベいじん

年
一
品
戚
一
品
開

。ru
一ζ
u

a
u
n
w
u

一
aaτ

。r
u
q
υ

一
の
ふ。4

33.7幾

193，808P号

(主主)総数年数とi土、通常R!調等iご守主験Lた怒!芸!O)換算をした年主主と然溺;去の室主議
年ままを鍛えた負手数をいいます珍

。等級別機員数の状況 (56年 4fll日現在)

Ji!:分

{主主i1 殺孫子市内給与条例に恭づ〈給料表的等級区分による職員数です。
2. !票準約な擬務内容とは喝それぞれの等級に該当する代表的な戦名です。

{支給率} 告己主五合 滋奨 (支お王手} 議記事5台 数 後

最高翠芝額 なし耳分をしR分;最高援護綴 4争点足分 69.3持分

勤続初年 24.25持分 42.0持分;鈴後 2争奪 21告丹母 37ι持分

~ì 設 30 年 47.25丹苛 66.0持分 j 数t党総年 41.25月号 5き4持分

勤続お年 58.75持分 18.0月分 票方後 35i手絡.125持母 69.3丹王子

(注)退鞍手当については、県内73市野Hとともに千1襲警~milJ lを毅民総会事務組合

に加入しております自

(i王J1 給与?をは司王己紹子蒜十iこされた綴であリ、卒者J正予従者を含めた 822人
ラトを五十iこしておりますq

2. 1，'主気手当iニiまー殺害義手滋、雲寺rn1外子議当事があり、 i廷綾子当[ま含みません。 。特別職の報酬等の状況 (56.if'.11月初日減税)

lfl::.l殺行政主義とは、絵寺後五?上のf廷す量級、殺主義士、持議争議、{装縫線、?書偽毒遺志
込でも続(7f.;;Jj蓋}、校在意労務総、数千芝公潟践を除いた捻認ですわ

区 分

給|市
IlJj 

280，000fIl 

言義

子育

主主 12月期 2.511分

滋;詩文人 i支 教育 3 11 j草1 0.5117f 

ヌ文i蓑卒業霊安務総 ~t 5.011分
;+;: 5吾受f./I(6RlIJ! 1.9Rラ.}

手 : 淡
55+1ゑ6Iヲj草i 2.0月分

12 Fl終! 2.5flうf
き当 語ヰ 言義 3 Iヲj事j 告‘5月ラ.}

ま義
5告Rぅ〉

56+1変詩 Rl草; L幸子3今子

201 



第号

C:::5'S * I-.L I恥:c.t>̂:/r;Y-ァヘ明どの::<l¥L

あ u 可野島

。(4)、画~

持と3王

ω 
得意捌の〉匂丘、話鶴認紅守主主若乃昔話j ゑど

くQ)停35J4づlリレび方をんははAがよ〉むく7き乏れしミυラにベす)~るや
oびんの守主主どよくがわがす

@役毛議帥2活どpiさ報れ官mza羽の時小Uう時さ1"-

簡

〈間約蜘}-鉱F工主t臨r調トJ弘戸/常、fミクぷ弐パ1Jt月ぷタあ2h;Jしff-Jし!?J3主司手

く/ぞクノfタおししの{!Fり方〉
③f州量的国3古iこF折手rE喜 ③議諮控;〈句読安崎

〈鵠嘩料入れの権1)方主
。千枚通しの先E若とでι

'xiiυ<.rfrをあげると
をれいiこ之'きます

@?;IJIJ!ずしのは以上あこ下討を
五島αi1!肋苦告書をお現況手幸喜可3
耳石を伊3ぽ<::.1恥'1'草山叶三重し."

1=2'与?とりもじしたヲ司;，ヒ<1illJJ:
0""パ匂Jず?考rl>

ば'cte制立る

乏をあ湖、~，捗

202 



第578号

関

か

付
申
告
誌

あ1981会 12， 16 

一
月
か
ら
提
出
で
き
ま
す

災
害
等

ιよ
ワ
、
住
宅
，
家
財
な
ど

に
煩
害
を
受
け
た
人
(
単
も
認
め
ら
れ

る
場
人
伺
も
あ
り
ま
す
)

諸
問
添
付
事
悶
帽
州
日
ソ
災
認
崎
議
等
、
山
出
窓
口

ム
烹
磁
の
明
細
舎
、
機
泉
品
問
問
判
然
が
必
警

で
す
@

V
制
問
い
合
せ
品
川
戸
税
務
議
岱
0
4
7

3
i
6
3
i
Z
1
7
2
i
h
総
務
総
持
制
緩

校
一
戸
分
申
続
四
日
0
4
7
3
i
6
7
i
5
4

哲
a
a
n
k
o

。

〈

〉

八

〉

タ
コ
ム
げ
は

驚
線
の
紙
撤
い
所
で

も
フ
ヒ
忽
楽
し
い
h

品
、
休
み
が
や
咋

輔

制

象

さ

ん

毎

日

、

各

地

か

ら

火

炎

的

銃

殺

松

島

さ

ん

が
届
い
て
来
る
の
今
隠
は
、
ぷ
八

H
O
出
掛
〈
義
一
V

さ
ん

事
か
ら
市
民
を
守
る
y

消

防

凶

第

除

問

削

円

話

一

漆

さ

ん

一
↑
一
分
間
(
布
佐
)
の
仲
間
匂

大

相

揮

さ

ん

十

三

名

の

団

員

は

、

経

験

が

ま

索

現

嗣

さ

ん

だ

半

年

同

人

か

ら

、

八

年

内

人

ま

蕊

獲

さ

ん

で

と

、

職

業

も

大

工

、

酒

屋

‘

床

務

災

〔

蕊

議

}

さ

ん

ニ

対

E

屋
、
農
業
、
公
務
員
な
ど
と
実
に

曲
鳩
山
凶
さ
ん

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

白

ぞ

れ

が

、

「

わ

返

さ

ん

が
ま
ち
を
守
る
一
と
い
う
包
的
P

二

対

話

カ

y
チ
リ
と
ま
と
ま

3

て

い

る

。

鈴

本

さ

ん

島

濃

さ

ん

い
出
動
は
、
点
検
、
訓
練
ョ

H
H

認

さ

ん

M
火
災
な

rで
年

限

六

の

臼

写

真

前

湾

設

か

ら

'VMOaに
も
な
る
切
る
。
た
い
へ
ん
で
す
ね
9

0

B

た
ら
と
方
ン
チ
リ
ス
ク
ラ
ム
を

同
取
ハ
付
し
た
夜
も
、
み
え
る
三
れ
は
奉
仕
で
す
か
ら
ね
ω

ゃ
っ
緩
ん
で
い
る
ョ
ょ
と
し
丹
市
操
法
大

刺
よ
う
な
な
か
仇
¥
ポ
ン

γ

ば
り
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
泊
分
た
ち
で
会
で
は
、
見
学
祭
勝
し
た
。

糠
商
船
内
向
検
を
行
っ
て
い
た
コ
芋
ら
な
け
れ
ば
し
と
閉
山
也
氏
め
議
出
疋
犬
お
せ
と
に
も
立
液
と
い
え
な
い
渋

川

刊

み

ん

な

、

長

仕

事

事

工

芸

、

ふ

に

選

管

て

く

れ

室

町

9

小
幾

n
r
q
さ

た

グ

か
一
え
て
か
ら
め
鰍
概
念
だ
e

い
な
い
方
が
い
る
与
と
が
桟
4
4
だ
と
い
匂
ヲ
。
ル
マ
ス
ト
j
ブ
が
ひ
ど
っ
。
一
一
?

削
っ
た
ん
火
災
が
あ
る
k
h

分
間
凶
め
ャ
殺
り
H

誌
「
紛
L

分
間
出
に
は
和
絞
め
田
均
的
心
意
気
が

A

た

と

え

漆

伎

で

も

的

動

ナ

し

か

も

、

総

々

と

受

け

同

慌

が

れ

て

い

る

ョ

弘、ル悼み、

九
ル
況
は
、
お
父
き
ん
‘

明
。
み
あ
げ
以
内
出
い
場
所
一
を
一
議
び
、

線
的
役
く
?
は
と
げ
な
い
よ
う
に
い

お
γ
T
唱
ん
に
肢
と
v

}

と
枠
仏
管
し
て
〈
μ
~

さ
い

Q
も
し
層
思
議
に
タ
コ
が
絡
み
つ
い
た
ら

出
回
分
で
柏
市
予
?
と
し
な
い
で
、
す
ぐ
議

京
電
力
へ
連
絡
し
て
く
と
き
い

a

V
東
家
電
力
組
蛍
横
一
期
習
の
間
関
七

六
山
田
一
一
一
一
二
一

rm長へお手紙jから

裕
和
田
年
中
に
校
名
を
段
輔
持
さ
れ
た
②
前
駅
南
問
後
co
か
完
以
内
に
入
出
出
し
、
る

人
、
ま
た
多
一
舗
の
箆
療
費
を
支
払
っ
た
怨
臨
時
を
受
け
る
年
の
は
月
目
白
ま
で
に
京
添
付
事
頭
登
記
簿
謄
(
抄
)
本
、

入
、
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
に
議
申
討
を
長
則
引
き
続
い
て
続
役
し
て
い
る
こ
と
住
民
票
の
写
し
、
中
出
向
場
合
は
更
に

け
た
み
な
さ
ん
は
‘

Z
丹
か
ら
品
川
得
後
品
W
殺
体
障
を
4
1
け
る
年
の
所
持
が
8
0

既
存
住
宅
証
明
書
や
借
家
の
賃
貸
借
契

め
弛
理
付
申
鐙
が
で
き
ま
す
勿
お
事
め
に

O
万
m
円

以

下

約

書

な

ど

、

家

屋

内

評

価

証

明

書

、

ま

た

『

申
鐙
を
し
て
く
が
九
き
い
。
機
中
古
住
零
時
織
脅
「
新
築
的
場
合
口
ン
投
絵
の
州
場
合
、
家
屋
町
取
得
価

、
ま

gdj一
譲
歩
お
忍
〉
誌
の
や
瓜
閣
に
付
け
加
え
て

J

格
を
明
ら
か
に
す
る
書
矧
(
建
売
り
の

ぷ
戦
・

1
1
4稼
議
絞
殺
鉄
総
動
④
警
官
以
警
Z
年
以
上
借
家
場
合
、
業
者
か
ら
の
家
屋
の
譲
校
対
価

議
宴
選
議

τz童

話

轡

)

と

金

融

機

関

か

ら

的

償

還

金

額

繍

襲

畿

襲

撃

機

務

総

警

が

5
2絞

い
て
3

等
証
明
歳
、
絹
泉
徴
収
票

欝

襲

撃

議

襲

撃

さ

上

号

、

か

っ

警

官

以

前

、

重

重

蹴

，

ni

謬

欝

襲

撃

議

議

議

2

2室
内

に

絞

殺

し

て

い

た

も

の

襲

撃

饗

聾

議

襲

警

護

盤

瞬

間

轟

議

饗

き

詰

に

新

築

き

れ

た

も

の

轟

轟

襲

撃

響

機

繍

繍

繍

議

繍

灘

間

総

繍

関

め

室

内

1Zμ
州
当
た
り
的
隠
滅
潤
制
駅
繍
機
麟
瞬
機
織
繍
鑓

機
綴
綴
絞
線
総
義
務
総
議
綴
欝
脳
部
州
綴
後
約
機
綴
が
7
万
ア
チ
間
以
下
総
畿
は
滅
翻
織
機
隊
兵
総
溺
闘

員

総

警

護

襲

警

護

議

機

口

1
ン

暴

け

た

場

合

襲

警

護

襲

撃

襲

撃

、

害

警

の

淑

禁

、

ぞ

れ

議

議

議

議

け

ら

れ

る

み

な

鰯

額

融

察

動

議

機

機

欝

欝

ぞ

れ

、

語

審

議

季

る

場

合

は

、

え

め

な

か

や

、

壊

滅

入

雲

合

問

機

際

機

関

藤

監

機

際

機

騒

一
浴
総
1
万
7
4
e
m
門
的
一
探
検
が
後
一
げ
ら
れ
れ
際
的
余
ω義
務
響
か
ら
次
的
魚
件
で
枇
間
入
問
後
問
、
依
然
m
閉
め
棚
納
入
な
ど

ア

一

ま

す

6

2

会

、

震

3
高

義

務

後

あ

わ

サ

亡

率

的

際

警

生

託

っ

た

‘

{

刷

機

羨

睡

眠

の

織

脅

け

ら

れ

ま

す

。

人

〈

泌

怖

は

5
万
例
以
上
町

①
家
四
盤
的
臨
時
漁
柑
慣
が
m
w
平
方
口
以
上
⑦
議
機
期
開
は
日
年
以
上
被
除
付
様
相
醐
開
問
機
軸
閥
的
減
収
M
鉱
脈

W
‘

1
6
0
平

労

日

以

下

③

年

続

的

巡

演

桜

が

却

…

M
悶
宇
品
闘
え
概
数
徴
収
総

市
民
体
育
館

山
一
の
建
設
を

上
一
時
市
に
は
、
市
災
体
管
財
閥
、
と
い
う
的

計

五

号

、

雲

な

ど

の

主

主

、

警

部
一
的
体
育
館
を
一
依
り
て
、
と
て
も
不
出
ぞ

知
一
し
た
ぞ
市
民
体
育
銭
円
強
殺
を
望
み
ま

篭
一
す
F
(
?
州
問
議
同
月
子
)

答
率
交
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
l
y
や

総
務
に
対
す
φ
意
識
は
、
だ
い
ぶ
高
ま

づ
て
き
て
い
ま
す
。

十
巾
で
は
、
販
制
五
十
七
年
か
ら
五
十

九
年
内
ぷ
か
年
計
岡
山
?
市
民
体
背
総
合

総
数
し
ま
す
静
ス
ポ

1
ソ
を
通
じ
て
、

市
川
河
の
ふ
れ
あ
い
、
友
治
的
輸
が
さ
ら

心
火
事
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
ω

車
問
問
+
ふ
県
推
奨
優
良
臨
書

室
開

'
L

5
1

の
ご
案
内
(
下
)

1
1
1
E

十
二
月
一
日
号
に
続
い
て
、
県
選
定

c
c
f

的
優
良
図
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

即

唾

.

.

 

*
「
空
で
逢
う
と
き
」
川
西
蘭
著
、
再

引
事
務
局
(
官
八
五
l
一
出
番
出
町
新
社
本
「
父
と
の
数
量
」
堀
三

一
一
一
肉
親
五
一

O
)

子
著
、
人
文
醤
錠
*
J
盤
発
的
本
み

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ん
な
先
鋭
に
欝
れ

1
」
斉
藤
茂
士
著
、

申
繍
舎
は
、
任
時
也
事
項
心
情
報
セ
ン
タ
;
泌
総
局
*
叶
援
措
置
の
捺

て
総
人
L
4
月
八
日
ま
で
設
耐
樹
祭
じ
捧
ぐ
l
l
L

尭
本
品
目
路
著
、

に
綴
山
本
総
合
総
に
総
出
し
て
〈
応
答
い
α

講
談
社
本
『
と
も
だ
ち
ね
む
の
本

ね
昨
年
一
門
丹

wv
滋
帯
人
減
絡
衛
内
恋
伎
で
、
酬
明
和
そ
し
て
私
」
議
域
ま
り
予
響
、
緑
茶
法

的
淡
挙
人
々
制
臨
時
数
絞
め
た
め
的
取
締
議
一
一
一
十
伝
部
閉
月
…
日
以
前
に
生
ま
れ
‘
山
φ

1

舷
的
糊
隅
」
官
官
行
総
務
司
党
畿
各
執

を
叩
議
と
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
λ
h

一
0
1
…
;
川
一
段
以
上
内
州
議
を
桝
*
ば
悶
替
の
万
年
雌
聴
い
総
淡
窓
太
郎

名
簿
絞
殺
は
、
時
刷
業
後
関
滋
一
棋
に
州
問
伸
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
阿
川
附
府
内
線
総
務
喰
新
潮
殺
事
、
滋
本
的
自
摘
。
、
努
と

う
塗
擦
な
も
め
で
す
c

中
議
附
用
紙
は
、
も
し
く
は
飢
問
お
で
年
間
約
六
O
U
U
N
M
A
Vい
ふ
判
官
同
校
和
子
著
‘
給
機
材
内
役
キ
パ

終
家
抽
出
合
長
を
屈
し
て
お
絞
り
し
ま
す
上
川
町
作
に
従
事
し
て
い
る
人
ン
ー
ク
の
緩
む
線
い
校
総
統
…
務
ろ
交

が

、

履

か

な

い

場

合

は

‘

幾

設

準

民

会

緩

和

私

欲

ダ

ワ

キ

部

総

裁

;

体

協

日

を

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
l
l
|
|
|

め
り
こ
え
た
村
人
的
中
学
後
一
と
警

告
案
建
会
、
選
人
キ
食
会
主
夢

E室
、

E
A

長
系

i
fれ
玖

幸

氏

品

目

1
ノ
司
令
品
約
受

J
U

d

ル

'
j
i
-
-

と
抽
臨
時
バ
グ
ダ
ッ
ド
』
終
拙
開
発
揮
快
務
、

広

報

あ

び

こ

で

紅

白

の

期

建

立

系

的

主

的

警

官

1
l
d
H
l
J
l
H
1
U
H↓
イ
4
1ー
バ

|
|
l
J
I
-
-け
2
3
3
3
3
9
M

柊
閥
的
輸
省
、
新
綴
校
*
吋
緩
む
楽
し
品
開
蹄

「

明

ー

比

描

出

陣

怖

レ

ほ

惜

許

し

主

主

義

3
5

問
問
年
、
結
核
健
議
訟
断
や
締
人
科
検
意
く
だ
さ
い
。
骨
格
吋
歴
史
的
影
絵
L

吉
村
打
開
明
主
力
、
中
央

診
は
、
繍
人
通
知
び
よ
り
行
っ
て
き
ま
に
争
健
康
管
混
震
だ
よ
り
掲
載

a
g
R
公
論
校
本
司
自
マ
ン
の
議
事
4

鱗
エ
」
持

し
た
が
、
本
年
度
は
、
広
報
に
日
程
を
同
日
号

2
丹
同
日
号
、

3
用
問
日
号
村
議
干
草
省
、
議
談
社
*
「
若
き
人
々
へ
L

お

知

ら

せ

す

る

ほ

か

、

結

核

健

康

長

一

町

利

五

極

う

世

田

重

者

、

筑

摩

書

士

わ

た

し

票

、

総

会

憤

診

で

同

時

に

掲

載

し

一

阻

止

中

日

ハ

「

積

は

主

主

主

!

人

生

仁

径

約

が

あ

る

ま

す

。

¥

一

製

品

配

は

動

7
2
?
?返

事
言
、
明
人
通
知
は
行
い
と

F
ヘ

七

、

議

診

に

君

主

主

主

主

一

満

語

、

ん
の
て
お
見
逃
し
め
な
い
よ
フ
ニ
注

i
i
i
挨

的

言

葉

栓

こ
の
湖
畔
に
ゴ
ル
フ
ョ
リ
ン
ク
ス
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
‘

4
7
し
も
折
角

伐
木
中
で
あ
る
。
ど
7
い、
7
桜
子
か
と

あ
る
斜
ふ
ら
り
k
見
に
出
か
け
た
が
、

約
二
l
w略
的
地
処
が
は
E
ん
炉
、
全
部

松
林
で
、
う
っ
か
り
し
C

尽
を
錆
み
入
れ

た
ら
、
凶
も
一
県
も
判
ら
な
い
や
う
な
と

こ
ゐ
だ

M

よ
〈
こ
ん
な
大
き
な
林
が
土

ん
な
東
京
協
叫
〈
に
あ
る
と
‘
今
さ
ら
内

や
う
に
続
い
た
。

ぬ
綿
子
町
民
℃
あ
っ
た
ね
W
U
刊紙借入出品

は
縦
訓
刊
6
都
に
開
場
し
た
相
刊
日
郁
子
ゴ
ル

相

L
a
交
通
上
に
於
て
は
む
に
必
ヱ
せ

る
大
科
白
山
則
的
製
品
同
感
り
九
月
一
一
イ
一

E
X竣
工
を
告
げ
従
来
丹
湾
総
連
絡
の

不
制
限
を
徐
去
し
、
間
凶
道
水
戸
市
間
十
患
の
点

一
地
と
な
り
議
域
内
以
北
と
の
交
滋
乞
仁
一

大
京
使
を
年
ふ
る
に
垂
れ
れ
リ
。
本
町
に

於
げ
る
役
場
庁
舎
は
明
治
一
ト
一
年
的

議
絡
に
し
て
、
町
枇
W

の
発
掘
慌
に
後
H
V
、

帥
抗
泌
を
机
阿
〈
ゐ
に
頂
点
り
双
酬
明
析
は
し
い
休
た

南
部
し
〈
絡
会
滋
核
心
執
務
上
交
問
問
舎
か

ら
ず

b

文
時
代
誠
子
持
滋
宵
附
等
小
学
M
M
は

終
的
弘
品
闘
機
織
的
中
“
織
は
開
明
日
前
線
全
ゐ

率
的
総
務
以
M
悌

η
、
伸
明
行
線
し
く
絞
っ

録
免
泌
総
上
波
憾
の
府
内
…
ι
7
か
ら
ず
位
相
相

203 

ゐ
ひ
こ
J

戸
上
被
え
驚

@ 

我
孫

i盟3
Z Z主

翼ノ
倶
楽
部

5 

総
務
省
品
十
九
人
(
明
。
一
千
…
…
…
臼
執
白
川
会
4
4
造
二
階
惑
一
健
五
十

人
、
笠
一
千
九
務
二
十
浪
人
一
を
七
%
し
、
路
、
九
工
作
詩
京
総
平
家
転
勝
一
一
同
十
六

と
め
一
日
平
山
刊
誌
滋
人
八
分
滋
制
措
袖
加
な
略
放
に
新
築
校
合
裕
行
一
一
十
間
同
梁
間
ド
品

約
℃
綿
一
挙
校
総
子
一
訴
は
拾
え
を
雌
間
関
…
一
百
五
笠
谷
，
U

開
議
長
山
附
…
…
…

ぶ
お
従
事
殺
は
し
て
父
終
的
六
ぽ
…
は
蹴
問
時
夕
食
ム
)
刷
出
以
府
総
帆
判
〈
時
制
民
俗
一
向
山
ム

ね
拘
蹴
淡
銭
感
殺
な
り
。
本
劇
的
め
術
的
問
附
心
持
…
“
小
佼
附
枯
渇
)
叫
別
行
隊
問
問
泌
附
同
附
問
問
中
十

は
チ
問
料
然
的
総
統
胤
を
校
へ
抑
制
臨
時
丘
縫
い
時
入
川
町
木
渋
川
γ
家
陣
地
投
げ
格
転
校
合
一
山
間

伐
し
‘
符
松
鱗
絞
殺
か
に
務
総
を
綴
わ
、
続
行
十
米
側
問
中
山
桝
間
間
関
附
附
六
十
い
い
川
町
五

r九
州
司
酬
明
絞
め
沼
絞
め
務
総
に
総
統
を
は
か
の
械
工
を
ぬ
る
に
取
引
れ
リ
ザ
蛾
日
新

之
俗
、
関
闘
っ
と
制
州
議
。
む
の
~
山
花
品
位
あ
り
。
山
政
凶
行
会
は
純
叫
判
的
総
沿
い
よ
り
松
山
も
♂
れ
的

時
総
務
的
織
と
し
て
知
名
の

k
の
格
り
絞
ポ
〈
絡
を
点
的
、
好
関
令
鴻
し
て
泌
か
に

お
毅
年
争
点

υ

ふ
ご
探
知
謝
す
る
も
殺
な
急
手
口
湖
を
臨
み
も
附
附
f
応
機
山
期
待
各
山
滑

に
あ
ら
ず
明
文
め
煮
な
る
も
の
を
挙
〈
謀
総
の
札
制
期
改
め
り
必
取
る
も
の
紋
続
時
に

札
ば
本
{
也
い
い
二
、
泌
総
い
い
十
…
ぷ
を
数
ふ
併
は
M
G
る
立
し
。

る
い
い
京
本
る
。
又
本
年
九
月
二
十
八
日
堵
〈
市
吹
切
さ
ん
虫
、

三

兆

孫

子

力

ン

ソ

り

制

府

議

官

七

令

j
e
t
-
t
o
o
l
-
-
1
1
1
1

十
軒
学
的
大
法
問
問
寺
有
L
、
内
総
内
地
車
向
陣
地
民
的
代
表
的
な
郷
土
治
で

お
を
利
用
し
、
設
簡
の
議
大
尉
然
観
の
あ
る
，
F
葉
県
束
尚
帥
部
品
b

「一院制

コ
ル
フ
坊
を
圧
す
q
s
H
料
法

k
m
遊
技
版
)
が
時
。
部
偲
告
で
す

f

問
合
せ
は
市

埼
と
し
て
山
出
時
来
遊
す
る
も
の
織
る
か
史
掛
さ
ん
主
へ
t

(

八
五
一
同
八
一



あ び
マ，胸、回

|磐景講痩生募集II競の経験者請書蚕lI千葉察審察宮募集|

)
 

ハ
h
u(
 

6
 

2
 

8
 

qd 

12月1日現在 @人口 103.713人 (+2.288人〉
※( )は前年比 男 51.848人・女 51.865人

@也管叡 30.471甘さ稽 (+877)
@市役所本庁 85-1111 ⑧市史縄さん室 85-2481 
@つくし野受所 84-8801 .市民会館 84-33竹
@湖北台支所 88一関28 GII中央公民館 日2-0515.85-0611 
@湖北支所 88-21竹 @クリーンセンター日7 ∞15
@布佐受所 89-2358 .終末処理センター 88-2547 
@教育委員会日5ー竹田 @つつじ荘 88一自123
@水道局 84-0111 '"身体障害者福枇センター 88-0141 
@消防署 84-0119 .市民図書館 84-1110 
@ 社 会教育課街-1511

⑨謹ります⑨

⑨穣ってください⑮

*ヒヲフノ*白話室(大人用-

J丹子ども周) *電気オル刀ン

*子ども周食卓イス*ベピー

スケール*二1段べ、Lド本ママ

コト*レコド盤(クラシ

ッつ) *力メラキ10¥ら下ガり

健康器

~問い合せ市民生活課

穆 鎮

|プリムラ・コーラス曲言語|
楽しい叡声とふれあいの請を広

げてみませんか。

砂練習日時白週水曜日、午前切

開から12時まで

砂場所中央公民館ホ lし

砂会費用額T∞0円

惨指導者間村淳子

炉問い合せ山下ft85-2529重B

E84-関13

|みこし担ぎ愛好者募集|
議選笹主主では、みこしに興味ガ

ある万、l5lぎだい方を募集します。

砂練習B 自週金擢日夜8持から

惨場所我孫子駅前沃王様

砂問い合せ石戸市利目82←∞32

ltうほんの腕患う会会員募集|

|市民親子スキ…教室|
*白銀の世界の続手の対話を/

楽しいフyミリースキーにふる

ってご参加くださし」

@第1回昭和57年 1月9臼〈土〕

から10臼(日〉、 9B午後2時市役

所前出発

@第2回昭和57年 2月6日(土〕

から7臼〈包〕、 6日午後2時市役

所前出発

砂会場日光鶏蹟山国際スキー場

砂会費大A950C円、子ども皮氾O

円

砂申込受付 12月初日〔巳)1日時中

央公民館Cて(会費持参のこと〉

砂参加資格子どもは小学校3年

生以上

惨問い合せ渡辺忍ft82-1730

|保育覇臨時職轟の輩額面
市立保育雷では、子ども疋ちの

お世話や給食調理をしてくださる

万の登録を行います。

砂勤務先市立保育箇

~麗覆保田(奇資格者lこ限る〉

給食讃理員

砂年齢 401軍事で

砂勤務跨間午前8時3日分から午

後5時まで

砂待遇保田1日4∞自問、給食議

運賃守臼37α胴

炉提耳問 必要!こ応じて決定

砂登録登録を希望する方は、登

録申込書(児童家庭諜!こあります〉、

発会から3年ガ過ぎ、充実し愛 履摩書(市販のもの、写糞賠{寸〉、

される会lこなりましだ。あなだの 保田の場合は保田資俗眼得証明書

入会をお待ちしています。 の写しを添えて、 12月初日までに

惨鎮習日符岳遭白庭日午前切符 児童家庭課保育係へ提出してくだ

30分から4跨まで天王台駅北口天 さい。

王飯后にて

~問い合せ会本部宮日2-87旬、

恨本官82-2270

|嘉手度機業訓練生募集|

募集|昭!D57年1月T自白(同〕から
期 間月初日(土〉まで

選書臼| 昭和57年2月日臼〔月〉

b問い合せ県立我孫子高等技術

専門筏(久寺家路4の1世 84-641

1) 

砂田勝 12月20臼(臼〉午後1時ガ

ら3時まで

砂渇所中央公民館

砂受fす 12月16~19日午前9持3 日

分から午後4時まで霊童話で受惜し

ます。官邸 1363長谷川まで。

砂定員 30名

~材料代 1C目。円

砂持参するもの *水の漏らない

盤(ブリキのフタなど〉ヨコ30問、

タテ25an、深さ 1an*ス プ ン 大

1圏、小T鱈 * ホ クIJI1伺本新

聞紙2根本手ぬぐいT本*筆記用

異

。 。 。

砂臼時昭和57年 1月20日〈水〉午

後 1詩から

修燭所柏嘗察署3階会議室

砂対象昭和57年9月ガら位向さま

でlこ所持許可の更新を受ける人

炉問い合せ柏醤察署防犯課

官。471-67-9181(内線43番〉

四堕開塑璽詞
~日跨 12月20日〈日〉午前9鯖か

う

砂場所市民会館大会議室

惨問い合せ鞍原ft82-5639

|披露者2世壁塵豊里U
惨対象両続のどちらかガ原爆被

爆者である人。ただし昭和54年度

および55年度の被爆者二世健康診

断受診者は対象となりません。

惨期間昭和57年 1月f日日ガら2
月15B;;J;で

砂申し込み健康診断希望と明記

し、住所、氏名、生年月日を記入

のうえ、郵便で千葉市市場町1番

?き干葉県衛生部予防課へ。電話

での申し込みも受信けます(官04

72-23-22問、 2607)。締め切りは

昭和57年 1月何回(木〉です。

砂問い合せ干葉県衛生部予防課
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惨燥用人員男子響察官約ω名

A大卒、来春大卒見込書、 Bその

他高卒‘来春高卒見込者

~:!j"齢 A大卒、卒業見込者昭

和29年4月2日から昭和35年4月

1臼までに生まれだ男子、 8その

他昭和29年4月2日から昭和39

:!j"4月1白まで!こ生まれだ男子

砂受信鰐間 12月25日〈金〕ぎで受

{すます。

砂受信場所柏警察署・各派出所

.駐在所

惨鼠駿B時・場所*1次訴験昭和

57年 1月10B(日)、県警察学僚で

*2次鼠該昭和57年2月23日〔火〉

.24日(水〉県15'で

砂最終合搭蓄の決定昭和57年3

月中旬の予定

b傑用予定期日昭和57年4月 1

日〈予定〉

~圏困圃圃
事故舎井正三議員の遺志lこより、

御子息今井勝さん〔中諜〉から社会

福祉館設整備基金へ20万円の寄1甘

ガありまし疋。

キ東金堂渋毛主忠遇されJ (溜it台〉

から掛時計Hヨガ、湖北台市民セ

ンタ に寄贈されまし疋。

争鈴木治さん(青山台〉から福祉

のだめにと4万45∞円①寄{寸ガあ

りましだ。

串我孫子告書叡協同組合僚から福祉

と元旦配達!こ間に合わない場合ガ のため!とと3万円の寄付ガありま

あります。まだ、あて名は正しく しだ。

品目時 12月20日(日}一冊目午前

日時開演、二回目午後 2時30分間

演(lIO司Rの入場券は売れ切れ間近)

事入場料 800内(全自 JIII，¥¥)

※劇団飛行船による由L、<.るみ人

形劇です。、118は、抽選によるす

てきなクリス7 スフョレゼントカgあ

ります凶

|家鹿島輩指設霊のご利用をl
市の児童家庭諜では、子どもの

問題について相談をお受けしてい

ます。もし子どもについて山配な

こと、困っていることなどガあり

ましだら霊童話をください。

惨禍麟臼跨月霞から金穫さまで午

前1α湾から午後4時まで

砂場所児童家庭課

lP守二大宮愛似テム到
奮毒事犬と共!こ

笥際障害者年記念チャリテイコ

ンサートを行います。

惨日時 12月19日〈土〕午後1時か

ら4時まで

惨場所市民会館ホール

惨プログラム*1部=映画='盲

導犬つてなあにJ * 2部=講演=

「国際簿害者年によせてJ (戸

サ一大野・人生ノートより〕講師

戸ーサ大野氏本 3!ls=コンサー

ト=p サートリオによる愛と感

動のステジ

~入場無料

惨烹健我孫子ライオンズクラブ

惨後燈我孫子市、教育委員会、

社会福祉協議会

~問い合せ我孫子ライオンズク

ラブ事務局罰84-6585

|統音f謁蓋1;:ご協力…宅副
製日盟業のみなさんを対象に、通

産省では12月31白現在で、工業統

計調査および主襲実態統計盟査ガ

行われること!こなりまし疋。調査

をお願いする事業所lこは、年末年

始にかけて謂資員ガ謁査票を持っ

てお伺いしますので、ご協力をお

願いします。

~問い合せ企画課広報統計係

串曲目 I二円ファン'ファーレ、カ

モとキツネ、クリスマスキャロル

集ほか

串臼跨 12月26日(土)午後4時開

l寅

や入場料 700円{全自由席}

※小中学生を対象に、わかりやす

L 、楽器や1111日の解説を交えながら

のフーラス・コン寸ナ ト

砂主催教育委員会

惨問い合せ市民会館宮84-:1:111

砂入場券発売所*平賀書庖*北口

ひらが書底本荒井書官*石川i春光

培本¥.尾書'''*ブァクススズキ

*中央公民館*市民会館*市民会

館内売底ひろがり

16水

~1 歳6力間男墜E聖路査=東急7フピコピLノジ集会室 9:30-1 1:0
~/J呪マヒ生ワヲチン控与=溜北白市民センヲ 13:3ト14泊
町l<通事故相股コ市民槍議案10:0ト 15∞

11木 昨年川田壷兇聾E掴マF邑盟ヒ=生三高市ワ工民ヲ会椙チ畠詣ン室9:3(控10与ト∞.11、市却15民0∞会話大申告会年謹相室盟13=0世叩初年~∞セ1~4ン叩:739 ∞ 

18金
<71滋6ガ月完健原信査=茜工主翻:lト11:0止13:3ト15:01
r7/JI!児マヒ生ワヲチン控与=誼1，邑市民センヲ 13:30-14却

19土

20a 
宮司隠当番塁=テレホンサービス

6世P話体日簸担掲量載歯=袴蕗酷工盟会B盤コエ昨10日:∞韓~畠1鍍4科畠盟所 9・∞-12:∞
:∞ 

21月
宮崎ごと栢車工高工主観∞~拓、∞ F 百/1..λ験車線=市民陰童
~IB盟宇量工高工主菌日却-11:却 10ω-15∞ 
<7つつじ荘体箆

22火
『法律栂麟=市民相談室自由ト15∞
....1圃611月見直直路唱工主観却-11臥 13跡 15∞

2~水
F消費者笥胃相股=市民相談室10 ∞~15:∞
'"寄人健康相肢とつつじ荘13:30-15∞

241木
市白観芋鋭=商工会箆 9:311-竹:30
市少年相麟=少年センヲ 10:∞-15∞ 

25金 宮市税出張倒収工異翠寺 9:3仕-16∞

26:t 

27a "-B慰当醤箆テレホンサービス
世体日報量畠調路軍B=体Eヨ盟意簿科器議所 9:∞-12:00

28月 市つつじ荘体鐙

29火
『休日き話番医=テレホンサ ピス
~つつじ荘休館

~1J)水
自称B当番医ーァレホンサピス
町体白型車揖軒欝聾目立休日拍車菌相苦痛所 9∞-12∞
zつつじ涯体陸

~1木
宮林包当番医ーァレホンサピス
市体臼暫語歯科E瞳臼=休日間意歯相芭車問 9:00-12∞
町つつじ荘休館

はっきりと(団地名、僚、部屋番

号、同居の万は肩書を〉お書きく

ださい。郵便番号もお忘れなく。

我孫子郵便局
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